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異種細胞質（セイヨウノダイコン）を持つ青首系宮重大根の育成
第１報作出経過および第４～６世代での選抜
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１．Processofnucleussubstitutionandselectioninthe4th-6thgenerations．
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緒 言

異種属間で核置換を行うと，核内遺伝子と細胞質との相互作用により，雄性不稔，不和合性作

用の抑制，性比の変動など直接育種に利用できる遺伝的変異蓮生ずる場合があり注目されている。

アブラナ科作物においても種々 の現象が報告されている。Pearson（１９７２）はＢγqssica

njgγαの細胞質を持つＢ、ｏﾉeγaceαで雄性不稔の出現を報告し，MizushimaandKatsuo

（１９５８）はＢ、，migγαの細胞質によりＢ、ｏﾉeγaceαの自家不和合性遺伝子の発現が抑制され

たと報告している。又，野生のＢ・camPestγｊｓの細胞質遺伝をする除草剤triazineの抵抗性

がＢ、”αp84sに導入された報告もある（Beversdorfeta１．１９８０）。

核匿換により現われる現象としては上記の他に致死作用，生理障害および崎形発生などの報告

がある。クロロフィル欠乏個体の出現例としてはＩｗａｓａ（１９６３ａｂｃ），Hey、（１９７６），

Bannerot（１９７７），KatoandTokumasu（１９８０）がある。山口ら（１９６５）はナタネ

（Ｂ､ｎａｐｕｓ）の品種間での核置換で，花器の異常，開花期の変化，収量の増加などを報告してい

る。

そこで筆者らはダイコン属（RaphQ”ｕｓ）の中のセイヨウノダイコン（Ｒ、γαphα"jstγαｍＬ.）

とダイコン栽培種（Ｒ，ｓα"”ｓＬ.）の顧問での核置換を行い，セイヨウノダイコンの細胞質を

持つ青首系宮重大根の育成を行い，種間内での異質細胞質の効果を調査しようと考えている。よ

って今回は作出経過および第４～６世代での選抜過程について報告する。

材料および方法

種子親としてセイヨウノダイコン(西洋野大根，ＲｑＰｈα"ｕｓ：γαＰｈα"jsjγｕｍＬ,ssp．／α"｡γα）

を，又連続戻し交配を行う核置換親（戻し交配親）として栽培品種のアオクビミヤシケダイコン
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（青首宮重大根，Ｒ・ｓａｆｉ”ｓＬ・var．αc”"んγmjsMAK.）を用いた。交配は善授粉法で行

い，核置換過程で，各系統の外部形態，種子稔性および花粉稔性等の諸形質を調査し次期選抜個

体の資料とした。：

結果および考察

1．核置換過程

第１図は１９７５年から１９８１年にかけての核置換過程を図示したものである。図中日は種

子親，Ｐｈは核腫換親（戻し交配親）を，Ｂ,，Ｂ２，Ｂ３．……･は戻し交配第１，第２，第３……

世代を表わしている。１９７５年セイヨウノダイコンを種子親に，アオクピミヤシケを花粉親と

して交配しF,個体を得た。Ｆ,の第１分裂中期の接合状態を観察したところ正常な９個の二価染

色体が見られ，これら両親は同一のＲケノムを持つことが確認された。１９７５年から１９７８

年のB2世代まではポット栽培を行い，ポット上での選抜を行った。Ｂ逆代以降は圃場栽培に移

し，圃場での生育状況を見て系統を選抜し，その後各系統の中から優良個体を鉢上げし，次期

選抜用の交配親とした。尚，Ｂ4世代については系統内できょうだI,授粉（Ｓｉｂ－ｃｒｏｓｓ）を行

いＢ４Ｓ，世代を得た。
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＊Ｐ２：Recurrentparent（Aokdbi-miyashige）

Fig.１．ProcessofnucleussubstitutionofRa誠皿鯉ｓｍｐｈａ,zjsjγ秘、（P,）ｗｎｈＲ．ｓα恥“（P2)．

2．選抜過程

第１表はＢ２世代での外部形態を見たものである。ここに示した6系統は１６系統の中からあ
る程度核置換親に近づいてきているものである。花色について見ると，セイヨウノダイコンの

薄黄色に対してアオクビミヤシケの白色(紫色)が優性であることから，Ｂ２個体は全て白色（紫

色）であった。葉色は全て緑色であり，Iwasa（１９６３ａｂｃ），Ｈｅ､（１９７６），Bannerot

（１９７７），KatoandTokumasu（１９８０）らの報告の様なクロロフィル欠乏の現象は認め
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第２表はこれら４系統の次代（B3）について１９７８年圃場栽培した結果である。根重，根径

を見ると核置換親のアオクピミヤシゲと同じかそれ以上の生育を見せ，第’表の外部形態指数

が3.6と高い系統７が特に良い生育を見せた。根の組織にかん入する時の力を測定した硬度を

見ると，４系統共に核置換親よりも低い値を示しており肉質が柔らかいことが判かつた。尚，

このことは食味試験でも証明された。

１９８１年秋，各系統内でのきょうだい受粉により得たＢ４Ｓ〕世代を圃場栽培し，収穫時期を

少し早めて遺伝的特性を調査した。その結果が第３表および第２図である。この世代での選抜

は，対象区として核腫換親のアオクピミヤシゲ（Pb），現在愛媛県下でも栽培面積を拡大しつ

つある耐病性総太りの他に３品種を栽培し,(1)根形の正常率，(2)変動係数を基として見た根重，

根長のばらつき，および(3)根重と根長の間の相関係数および回帰係数の各点から行った。その

結果１４－３，７－３，５－２の３系統を次期選抜系統として選んだ。これら３系統における

根重と根長との相関係数はすべて0.1％の有意性を示し，遺伝的安定性を示していた。回帰式

から見ると５－２系統が核置換親のアオクビミヤシケに最も近づいていることが明らかである。

3．今後の方向

B4s,世代で選抜の第１段階はほぼ終了した。よって，今後はこれらの系統とアオクビミヤシ

ケおよび種々の栽培品種との間で相互交配を行い，両F,を同時栽培してセイヨウノダイコンの

細胞質の効果について詳細に調査して行く予定である。又Ｂ４Ｓ，世代の系統はセイヨウノダイ

コンの遺伝子をまだいくらかは保持していると思われるので，きょうだい受粉により得たＢ４Ｓ２

世代について作型を変え，各作型での適応性も調査して行きたい。

摘 要

1．ダイコンにおける異種細胞質の効果を見る為，セイヨウノダイコンの細胞質を持つ青首系宮

重大根の作出を試みた。

2．セイヨウノダイコンを種子親に，アオクビミヤシゲを花粉親に用いF,個体を得た。Ｆ１の第１

分裂中期で正常な９個の２価染色体が観察され，両親は共にＲケノムであることが確認された。

３．Ｂ3世代の圃場栽培の結果，Ｂ２世代の外部形態が核置換親のアオクピミヤシゲに近い系統が良

好な生育を見せ，Ｂ２世代での選抜効果が認められた。又，根の組織にかん入する力を測定した

結果，核置換親よりも肉質が柔らかいことが分かった。

4．B4S,世代においては根の形態，根重・根長のばらつき，根重と根長との相関係数・回帰係数

から３系統を次期選抜系統として選抜した。

鮒 辞

本研究を進めるに当り，千綿克彦君にＢｆ～Ｂ3世代での戻し交配および栽培を，又，長井・吉

井・村上の各技官にＢ４，Ｂ４Ｓ，世代の栽培を担当して頂いた。ここに感謝の意を表する。
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lnordertoinvestigatetheeffecto｛allo-cytoplaminradish,、theproductionof

RapAcm“satrvuswithR．γαpAa卯jstγ拠mcytoplasmwasattempted．

（１）F1hybridswereobtainedfromthecｒｏｓｓｏｆＲ．γapJh皿ｊｓｔｒ"ｍＬ、ssp．【α''｡γa

ISeiyo-nodaikon’（早)ＸＲ、ｓａｔｉ…Ｌ・var.αcα'２ｵﾉＷbγmisＭＡＫ．’Aokubi-miyashige1（８）．

ＩｎｃI,romosomepBiringatmetaphaselｏｆｔｈｅＦ１ｈｙｂｒｉｄｓ，９nconIigurationwasobserved

（２）ＢｊａｎｄＢ２ｐｌａｎｔｓｗｅｒｅｏｂｔａｉｎｅｄｂｙｂａＣkcrossingofR．ｓα"'uｓ（３）．Selection

ofB2plantswascarriedoutusingthemOrphologicalindexeｓｓｈｏｗｉｎｇ５ｓｃｏｒｅｓｏ（４ｔｏ

ｏ，ｉｎｗｈｉｃｈ４ａｎｄＯａｒｅｇｗｅｎｔｏ’Aokubi-miyashige’ａｎｄ’Seiyo-nodaikon1，respectively

(Tableｌ)．

（３）B3strainswereequaIorsuperiorto’Aokubi-miyashige1inrootgrowth，the

hardnessvalueoftheirrootsbeingsmaller（Table２)．

（４）SelectiononB4Slgenerationwascarriedoutfromseveralpoints:1）root

morphology,2)variationofrootweightandmotlength,３）correlationcoe{iicientbetween

rootweghtandrootlength，ａｎｄ４)regressioncoefficient・Threestrainswereselected

fornextgeneration（Fig.２ａｎｄＴａｂｌｅ３)．
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